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         （※公民館だよりは，鹿児島市ホームページでもご覧になれます。） 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜入公民館社会教育指導員 児玉 秀義 

 

社会科の教師として、これまで離島を含めた県内各地の中学校で勤務させていただき、郷土教育

への理解の一環として、できるだけ地域に関係した人物や産物・産業等について調べ、授業に生か

すようにしてきました。 

現在の学校や家庭が抱える様々な子どもたちの課題…ＩＴ端末を使ったいじめや中傷、罪の意識

の薄い遊び感覚の万引きや暴力といった規範意識の低下や欠如等…が言われる中で、そうした教材

や書物探しを通して、是非子どもたちに伝えたい話や事柄に出逢うことがあります。 

 

日本にキリスト教を伝え、鹿児島にもゆかりの深いフランシスコ＝ザビエル 

がイエズス会宛に書いた日本に関する書簡もその一つです。 

「日本人は、われわれがこれまで知りえた中で、最良の人々である。異教徒の中で、 

日本人ほど優れた者はいないと思われる。この国の人々は礼節を重んじ、一般に善良で悪心を抱か 

ず、何よりも名誉を大切にする。人々は一般に貧しいが、そのことを恥とはしない。また、この国 

では皆が盗みを嫌い、そのため盗賊も少ない。人々は善良な意志を有し、大いに進んで知識を求め、 

道理に合った話を聞くことを喜ぶため、すぐに神の教えを習得できることでしょう。」 

この、最大級とも言えるザビエルの日本人についての称賛の手紙は、現在の日本の社会状況に照 

らしたとき、私たち先祖の有り様との差を深く考えさせられます。しかも、この書簡は意外に知ら 

れていませんが、ザビエルが鹿児島に滞在している際に、その感想として書かれたものなのです。   

かつて作家の司馬遼太郎さんも、鹿児島での記念講演でこのことを紹介され、この書簡によって、 

西欧の日本への武力による支配政策を思いとどませることになったと、当時の薩摩の人々の素晴ら 

しさを日本の誇りとして称賛されていました。 

 

今の私たちは、科学的・文化的には、遥か昔では考えられないほどの高度に発達した社会に住ん 

 ではいますが、人間そのものの価値や精神性は、それに見合うだけの成長をとげているのでしょう

か。今を生きる私たちは、鹿児島の美しい自然だけではなく、こうした素晴らしい歴史や先人の生 

き方についても、しっかりと後世の子どもたちに伝えていかなければと思うことです。 

 喜入公民館講座では、子どもたちを対象とした「みんな集まれ！子ども塾」を毎年開催し、地域 

の様子や歴史について、実際に現地を訪ね学ぶ取組も行っています。郷土を知り、郷土に誇りを持 

てる子どもたちの育成のためにも、是非多くの皆さんのご参加をお待ちしています。 

読書の秋 ～先人の生き方に学ぶ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島市では「あいさつ運動」の啓発を進め、「あいさつ」を通した明るい地域

社会づくりに資することを目的として、毎年『標語』を募集しています。 

今年も市内の小・中学校・高校・一般の方々から多数の応募があり、応募総数

28，695点の中から、喜入地域では下記の作品が入賞【入選】となりました。 

また、作品展示も次のとおりなされますので、併せてお知らせします。 

記 

★ つばめロード〈中央駅地下通路〉➡ ９／ ２（土）～ ９／２２（金） 

★ サンエールかごしま 1階ロビー ➡１０／１５（日）～１１／３０（木） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 
令和 5年度「市民あいさつ運動」推進標語入選作品 

♦ 人権啓発標語 ♦ 

気付いてる？ きみのかわりは いないんだ 

令和 5年度の第１8回「喜入地域総合文化祭」

について、９月１4日（木）に第２回実行委員会

が開催され、下記のように決まりました。 

【テーマ】明日につなごう 文化の華咲く喜入 

【期日及び内容】 

１１月１１日（土）～１７日（金）展示見学 

１２日（日）文化講演会及び舞台発表 

【会 場】喜入公民館 1階ホール他 

※ 日程や参加等の詳細については、後日お知

らせいたします。  

 

1 日  時…令和 6年１月３日（水） 

2 会  場…喜入公民館１階ホール 

3 受  付…１０：００～１０：３０ 

4 式  典…１０：３０～１１：００ 

5 記念撮影…１１：００～１１：２０ 

※ 新成人の皆さんの参加をお待ちしています。 

前之浜小4年 堀 正成

  

 

９月６日（水）、喜入 

公民館ホールにおいて、 

保育園や幼稚園、小・中 

学校及び子育て支援団体 

等から８６名のご参加を 

いただき、『喜入地域家庭教育研修会』を開催し

ました。今回は、紫原幼稚園長の花月敏郎先生に、

「あなたを そして 私を大切にすることで…」

と題して、ご講演をしていただきました。 

少子高齢化が急速に進む我が国にあって、諸外

国と比べても自己肯定感の低い日本の子どもた

ちに対して、言葉のかけ方やものの見方を肯定的

に置き換えてあげる(リフレーミングする)こと

で、自信を与え伸ばすことができること等をわか

りやすくお話していただきました。 

人権尊重の精神を基盤とした示唆に富むお話

を、本当にありがとうございました。 


